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◆比較的できている点 

○文章の構成や展開、表現の仕方について、自分の考えを明確にしながら根拠を示すことが

できます。 

○文章の展開について、構成に着目しながら内容を捉えることができます。 

○封筒の書き方を理解し、適切に書くことができます。 

◆課題のある点

○相手に分かりやすく伝わる表現についての理解に課題があります。 

○スピーチやプレゼンテーション、ディスカッションやディベートなどの活動を通して、話の構成

から言葉を選び、表現する力を伸ばします。 

○気になる表現や言葉に着目し、発表し合うなど、語彙を増やす活動を取り入れ、多様な言葉

に触れる機会をより多く設けます。 

○自分の考えに理由づけすることがよくできることがわかりました。さらに、自分の考えを、交流

を通して他者に共感してもらえたり納得してもらえたりする活動を通して、語彙を増やすだけ

ではなく、説得力のある伝え方を身につけさせます。 

今後の具体的な指導改善のポイント



◆比較的できている点 

○図形に対する基本的な知識がきちんと身についています。 

○与えられた数量から事柄が成り立つ理由を説明する力があります。 

○数学的な結果を事象に即して解釈することができます。 

◆課題のある点

○資料の傾向を的確に捉えて数学的な表現を用いて説明することに、課題があります。 

○与えられた課題に対して、解決する方法を数学的に説明することに、課題があります。 

○無解答率が少なかったことから課題に前向きに取り組むことがわかりました。授業の中から

興味関心を持ち苦手や分からない問題に対しても前向きに取り組む姿勢がさらに育つよう指

導を工夫します。 

○基本的な計算力はあります。その力をさらにつけるために、既習内容の復習をすることで確

実な計算力を身につけさせます。 

○与えられた課題に対しての解決方法を身につけるために、グループ学習を積極的に取り入

れて、グループの中での意見交換を活発に行えるように工夫します。 

今後の具体的な指導改善のポイント



◆比較的できている点 

○言語や文化についての知識・理解の観点において、接続詞、主語に対応する動詞および動詞

の時制を問う問題、肯定文、否定文等についてはよく理解しています。 

○まとまりのある英文の資料を理解し自分の考えを示す問題において、無解答率が低いことか

ら、内容を理解し、自分の意見を英語で述べようとする意識が高いと言えます。 

◆課題のある点

○自分の考えや意見を記述する問題については、まとまりのある文章を書くことに課題がありま

す。 

○まとまりのある英文を読んだり聞いたりして内容を理解する力をつけていくために、適切な分

量の様々な英文に触れる機会を増やしていくよう工夫します。 

○理解した英文の内容に対して、自分の考えを記述するという力を伸ばすために、一問一答の

ような英作文だけではなく、まとまりのある英文を書く機会を増やしていきます。教科書の本

文の内容を、言い換えたりする活動や、図や絵を見て説明をしていくような活動を取り入れな

がら、既習英文を自在に組み合わせて自分の考えを表現する力を伸ばしていきます。 

今後の具体的な指導改善のポイント



◆本校のよかったところ

○「数学の問題について、解答を言葉や数、式を使って説明する問題がありましたが、どのよう

に解答しましたか。」の質問では、「全ての書く問題で最後まで解答を書こうと努力した。」と答

えた生徒は全国平均より、7.3 ポイント上回りました。 

○「英語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか。」の質問で

は 92.7％の生徒が肯定的な回答をしています。全国平均より 7.3 ポイント上回りました。 

◆本校の課題と思われるところ

○「読書は好きですか」の質問では「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と答えた生徒

は全国平均より 9.7 ポイント下回りました。 

○「国語の勉強は好きですか。」の質問では、全国平均を大きく上回りましたが、「国語の授業

で学習したことを、普段の生活の中で、話したり聞いたり書いたり読んだりするときに活用し

ようとしていますか。」という質問に対しては、「学んだことをあまり活用できていない」という回

答の数値が全国平均より 4.8 ポイント上回りました。 

◆本校のよかったところ

○「学校に行くのは楽しいと思いますか。」の質問では「当てはまる」「どちらかといえば、当ては

まる」と答えた生徒が、全国平均より 5.9 ポイント上回りました。学校生活が充実していること

がうかがえます。 

○「人が困っているときは進んで助けていますか。」の質問では、「当てはまる」「どちらかという

と当てはまる」と答えた生徒は 88.9％という結果でした。全国平均より 3ポイント上回りまし

た。 

◆本校の課題と思われるところ

○「将来の夢や目標を持っていますか。」の質問では、「当てはまる」「どちらかといえば当ては

まる」と答えた生徒は全国平均より 9 ポイント下回りました。また「難しいことでも、失敗を恐

れないで挑戦していますか。」では肯定的な回答をした生徒は全国平均より 4.6 ポイント下回

りました。 

○学習の始めに本時の目標を明確に伝え、目的意識をもった授業の展開ができるようにしていき

ます。また、グループ学習の中で、自ら発言する機会を増やしたり、他の人の意見を聞いて考

えを深めたりするようにしていきます。 

○学校生活全体を通して、互いを認め合える人間関係を構築して、自己有用感が高まるよう一人

ひとりの生徒を大切にする指導を心がけていきます。 

生活について

今後の具体的な取組について



将来のことや目標について

語り合いましょう。

夢や目標を持つことは、今するべき

ことが明確になり自分を前向きにさせ

ます。目標を達成すると自分に自信が

持てます。また、目標達成を積み重ね

ると夢への実現につながります。 

様々なことに積極的に挑戦

しましょう。
「失敗は成功のもと」という言葉があ

ります。もし、失敗してしまったとして

も、学ぶことは多くあります。その学び

が成功への道だと思います。また、挑戦

しなければ、成功も失敗も経験はできま

せん。様々なことに積極的に取り組みま

しょう。 

本を読みましょう。 

地域に関わるようにしまし

ょう。 

 「本は知識の宝庫」と言われていま

す。本からさまざまな情報を手にした

り、自分の考えを深めたりすることがで

きます。本を読むことで心が豊かになり

成長につながることが多くあります。生

活の中で、本を読む時間を多くつくって

みてはいかがでしょうか。 

地域主催の行事などに参加しましょ

う。私たちは地域の一員です。行事な

どに参加し、地域の方とコミュニケー

ションを図り、地域の絆を深めましょ

う。 

将来の夢や目標を持っていますか。

難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦していますか。

読書は好きですか。

今住んでいる地域の行事に参加していますか。
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